
平
成
二
十
二
年
十
月
一
日
提
出

質

問

第

一

一

号

取
調
べ
の
全
面
可
視
化
実
現
の
意
義
等
に
係
る
菅
�
人
内
閣
の
認
識
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

浅

野

貴

博
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取
調
べ
の
全
面
可
視
化
実
現
の
意
義
等
に
係
る
菅
�
人
内
閣
の
認
識
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書

本
年
八
月
十
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
政
府
答
弁
書
（
内
閣
衆
質
一
七
五
第
二
〇
号
。
以
下
、
「
政
府
答
弁
書
」
と
い
う
。
）

を
踏
ま
え
、
質
問
す
る
。

一

障
害
者
団
体
等
を
対
象
と
し
た
低
料
金
の
第
三
種
郵
便
物
制
度
に
係
る
文
書
を
偽
造
し
、
実
態
の
な
い
自
称
障
害
者
団
体

「
凛
の
会
」
に
同
制
度
を
悪
用
さ
せ
た
と
し
て
、
厚
生
労
働
省
の
上
村
勉
元
担
当
係
長
が
昨
年
逮
捕
さ
れ
た
。
右
の
事
件

（
以
下
、
「
文
書
偽
造
事
件
」
と
い
う
。
）
に
絡
み
、
文
書
偽
造
を
上
村
元
係
長
に
指
示
し
た
と
し
て
、
昨
年
六
月
に
逮
捕

さ
れ
た
村
木
厚
子
元
同
省
雇
用
均
等
・
児
童
家
庭
局
長
の
公
判
が
本
年
九
月
十
日
に
行
わ
れ
、
無
罪
判
決
が
下
さ
れ
た
。

「
文
書
偽
造
事
件
」
に
対
し
、
今
回
村
木
氏
に
無
罪
判
決
が
下
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
検
察
庁
と
し
て
ど
の
様
な
認
識
を

有
し
て
い
る
か
。

二

検
察
官
の
強
圧
的
な
取
調
べ
に
よ
り
、
取
調
べ
を
受
け
た
者
が
事
実
と
違
う
供
述
を
し
て
し
ま
い
、
「
意
に
反
し
た
調
書

を
取
ら
れ
た
悔
し
か
っ
た
」
と
被
疑
者
ノ
ー
ト
に
詳
細
に
書
き
留
め
て
い
た
者
も
い
た
。
裁
判
所
は
検
察
側
が
作
成
し
た
調

書
が
客
観
的
証
拠
と
合
わ
な
い
こ
と
を
考
慮
し
、
証
拠
と
し
て
採
用
し
な
か
っ
た
。
結
果
と
し
て
、
村
木
氏
に
対
し
て
無
罪

判
決
が
下
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
「
文
書
偽
造
事
件
」
に
係
る
、
被
疑
者
へ
の
取
調
べ
の
方
法
等
、
大
阪
地
検
特
捜
部
の

一



捜
査
に
は
大
き
な
問
題
が
あ
っ
た
と
考
え
る
が
、
柳
田
稔
法
務
大
臣
の
見
解
如
何
。

三

二
で
指
摘
し
た
、
「
文
書
偽
造
事
件
」
に
係
る
一
連
の
検
察
官
に
よ
る
取
調
べ
の
問
題
点
を
是
正
し
、
公
正
で
公
平
な
、

真
相
解
明
に
資
す
る
取
調
べ
を
行
う
た
め
に
は
、
取
調
べ
の
全
過
程
を
録
音
・
録
画
す
る
、
取
調
べ
の
可
視
化
を
実
現
す
る

よ
り
他
は
な
い
と
考
え
る
が
、
柳
田
大
臣
の
見
解
如
何
。

四

一
九
九
〇
年
、
栃
木
県
足
利
市
で
当
時
四
歳
の
女
児
が
殺
害
さ
れ
た
い
わ
ゆ
る
足
利
事
件
で
容
疑
者
と
さ
れ
、
無
期
懲
役

が
確
定
し
、
服
役
中
だ
っ
た
菅
家
利
和
氏
が
、
女
児
の
下
着
に
付
着
し
て
い
た
体
液
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
型
が
菅
家
氏
の
も
の
と
は
一

致
し
な
い
と
の
鑑
定
結
果
が
出
た
こ
と
を
受
け
、
昨
年
六
月
四
日
、
千
葉
刑
務
所
か
ら
釈
放
さ
れ
た
。
足
利
事
件
の
再
審
の

第
五
回
公
判
が
本
年
一
月
二
十
二
日
、
宇
都
宮
地
裁
で
開
か
れ
、
そ
の
際
、
当
時
菅
家
氏
の
取
調
べ
を
担
当
し
た
森
川
大
司

元
検
事
も
出
廷
し
た
。
更
に
三
月
二
十
六
日
午
前
の
公
判
で
は
、
佐
藤
正
信
裁
判
長
は
菅
家
氏
に
対
し
て
無
罪
を
言
い
渡

し
、
検
察
側
は
判
決
後
に
上
訴
権
放
棄
を
申
し
立
て
、
菅
家
氏
の
無
罪
が
確
定
し
た
。
右
を
受
け
、
千
葉
景
子
前
法
務
大
臣

は
同
日
、
閣
議
後
の
記
者
会
見
で
「
こ
う
い
う
こ
と
が
な
い
よ
う
に
さ
ま
ざ
ま
な
法
的
、
制
度
的
な
検
討
を
し
な
け
れ
ば
い

け
な
い
。
可
視
化
の
問
題
や
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
の
あ
り
方
と
か
、
措
置
す
べ
き
も
の
が
あ
れ
ば
対
応
し
て
い
か
な
け
れ
ば
と
思

う
」
と
述
べ
て
い
る
と
承
知
す
る
。
ま
た
一
九
六
七
年
に
茨
城
県
利
根
町
布
川
で
、
当
時
六
十
二
歳
の
男
性
が
殺
害
さ
れ
た

二



い
わ
ゆ
る
布
川
事
件
の
犯
人
と
さ
れ
、
強
盗
殺
人
罪
等
で
無
期
懲
役
が
確
定
し
十
八
年
間
服
役
し
た
も
の
の
、
昨
年
十
二

月
、
最
高
裁
判
所
に
よ
り
再
審
開
始
が
決
定
さ
れ
た
件
に
つ
き
、
本
年
七
月
三
十
日
、
犯
人
と
さ
れ
た
桜
井
昌
司
氏
と
杉
山

卓
男
氏
の
第
二
回
再
審
公
判
が
水
戸
地
裁
土
浦
支
部
で
行
わ
れ
た
。
神
田
大
助
裁
判
長
は
、
検
察
側
が
申
請
し
て
い
た
Ｄ
Ｎ

Ａ
型
鑑
定
を
棄
却
し
、
桜
井
氏
、
杉
山
氏
に
対
し
て
無
罪
判
決
が
言
い
渡
さ
れ
る
公
算
が
高
く
な
っ
て
い
る
。
こ
の
様
な
冤

罪
事
件
が
近
年
相
次
い
で
い
る
が
、
こ
れ
ら
も
全
て
、
取
調
べ
に
際
し
て
警
察
、
検
察
に
脅
迫
的
、
威
圧
的
な
尋
問
を
受

け
、
や
む
に
や
ま
れ
ず
自
白
し
て
し
ま
っ
た
ケ
ー
ス
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
そ
し
て
、
今
回
の
「
文
書
偽
造
事
件
」
に
お
け

る
村
木
氏
へ
の
無
罪
判
決
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
考
え
る
と
、
取
調
べ
の
一
部
の
み
を
可
視
化
す
る
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ

り
、
真
に
冤
罪
防
止
を
図
る
な
ら
ば
、
三
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
全
面
的
に
可
視
化
す
る
こ
と
が
絶
対
に
必
要
で
あ
る
と
考

え
る
。
右
に
つ
き
「
政
府
答
弁
書
」
で
は
「
被
疑
者
の
取
調
べ
を
録
画
等
の
方
法
に
よ
り
可
視
化
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、

そ
の
実
現
に
向
け
て
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
お
り
、
法
務
省
内
の
勉
強
会
、
国
家
公
安
委
員
会
委
員
長
の
研
究
会
等
に
お
い

て
、
幅
広
い
観
点
か
ら
着
実
に
検
討
を
進
め
て
い
る
段
階
で
あ
る
。
」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
柳
田
大
臣
、
岡
崎

ト
ミ
子
国
家
公
安
委
員
会
委
員
長
、
そ
し
て
菅
�
人
内
閣
総
理
大
臣
と
し
て
、
「
文
書
偽
造
事
件
」
と
い
う
新
た
な
事
例
が

で
き
た
今
、
右
に
つ
き
ど
の
様
に
考
え
る
か
、
改
め
て
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

三



五

取
調
べ
の
全
面
可
視
化
と
並
び
、
被
疑
者
で
は
な
い
将
来
参
考
人
、
証
人
と
な
る
人
物
に
対
す
る
聴
取
に
つ
い
て
も
、
可

視
化
措
置
を
と
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
本
年
三
月
五
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
政
府
答
弁
書
（
内
閣
衆
質
一
七
四

第
一
七
一
号
）
で
は
、
過
去
に
四
名
の
検
察
官
が
、
取
調
べ
の
相
手
方
に
暴
行
を
加
え
る
等
の
行
為
を
働
き
、
懲
戒
処
分
又

は
法
務
省
の
内
規
に
基
づ
く
処
分
を
受
け
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
同
月
三
十
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た

政
府
答
弁
書
（
内
閣
衆
質
一
七
四
第
二
七
二
号
）
で
は
、
右
四
名
の
う
ち
、
�
平
成
五
年
十
月
、
取
調
べ
の
相
手
方
二
名
に

そ
れ
ぞ
れ
足
蹴
り
す
る
な
ど
の
暴
行
を
加
え
て
傷
害
を
負
わ
せ
、
同
年
十
一
月
に
免
職
処
分
を
受
け
た
検
察
官
と
、
�
平
成

二
年
七
月
、
取
調
べ
の
相
手
方
の
顔
を
突
き
上
げ
る
暴
行
を
加
え
て
傷
害
を
負
わ
せ
、
平
成
六
年
六
月
に
停
職
三
カ
月
の
処

分
を
受
け
た
検
察
官
の
二
名
が
、
被
疑
者
で
は
な
く
参
考
人
と
し
て
聴
取
を
受
け
た
者
に
対
し
、
右
の
様
な
暴
行
を
加
え
て

い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
様
に
、
容
疑
を
か
け
ら
れ
た
り
、
逮
捕
さ
れ
て
い
る
の
で
も
な
い
、
本
来
何
の

咎
め
も
受
け
る
べ
き
立
場
に
な
い
人
物
に
対
し
て
も
非
人
間
的
な
行
為
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
本
年
九
月
八
日
に
最
高
裁
判
所
へ
の
上
告
が
棄
却
さ
れ
た
鈴
木
宗
男
前
衆
議
院
議
員
の
事
件
で
も
、
被
疑
者
で
は
な

く
、
あ
く
ま
で
参
考
人
と
し
て
東
京
地
方
検
察
庁
特
別
捜
査
部
に
出
頭
を
求
め
ら
れ
た
人
物
が
、
検
察
官
が
予
め
用
意
し
た

想
定
問
答
集
の
様
な
も
の
に
沿
っ
て
、
公
判
当
日
、
証
言
を
す
る
こ
と
を
求
め
ら
れ
、
何
度
も
練
習
さ
せ
ら
れ
た
、
い
く
ら

四



事
実
関
係
を
説
明
し
て
も
、
検
察
官
が
想
定
し
て
い
る
ス
ト
ー
リ
ー
に
沿
っ
た
供
述
を
す
る
こ
と
を
強
要
さ
れ
た
等
、
公
判

の
公
正
性
が
大
き
く
損
な
わ
れ
る
、
非
人
道
的
な
聴
取
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と

を
鑑
み
る
時
、
被
疑
者
だ
け
で
は
な
く
、
将
来
参
考
人
、
証
人
と
な
る
人
物
に
対
す
る
聴
取
も
同
様
に
全
面
可
視
化
す
る
こ

と
が
絶
対
に
必
要
で
あ
り
、
そ
れ
な
く
し
て
刑
事
事
件
の
真
相
解
明
は
あ
り
得
な
い
と
考
え
る
。
右
に
つ
き
「
政
府
答
弁

書
」
で
は
「
被
疑
者
以
外
の
者
の
取
調
べ
を
録
音
・
録
画
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
刑
事
手
続
に
与
え
る
影
響
等
を
含
め
、

可
視
化
の
検
討
の
中
で
十
分
議
論
し
、
結
論
を
得
た
い
と
考
え
て
い
る
。
」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
た
が
、
新
た
に
検
察

側
に
よ
る
取
調
べ
の
問
題
点
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
今
、
菅
総
理
と
し
て
右
に
つ
き
ど
の
様
な
見
解
を
有
し
て
い
る
の
か

示
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

五


